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2017年8月20日～2017年2月11日までオランダ、 マーストリヒト大学のEuropean Studiesの
プログラムに留学をした。 留学するにあたり、 3点の目標を設定した。 第11二、 今まで日韓
交流やタイでの駐在生活、 日中韓協力事務局でのインターンなどアジアに軸足を置いて国
際関係について考えてきたことから、 新たに「ヨ ーロッパJの視点を培いたいという狙い
がある。 第21こ学部時代に国際法を専攻しており、ICJやPCA等の国際裁判所が集まるハー

グを有する「オランダJで学ぶことで、 国際法実務の現場を知りたいという点だ。 そして
、 第31こEU設立の条約で知られる「マーストリヒト」において、 研究課題でもある地域主
義についての知見を深めたいということが挙げられる。 実際にマーストリヒト大学は今年
で40周年とヨ ーロッパの中でも若い大学でありながら、 PBL Problem Based Learning）とい
った生徒同士のディス力ッションを重視した授業形式や、 各種の専門家を招いた講演会な
どを積極的に開催する等と充実した学習環境を提供しているほか、 教授、 生徒の大多数が
ヨ ーロッパのみならず世界各国から学びに来ており、 国際色豊かな雰囲気がとても魅力的
だと感じた

2. 大学授業内容

私が所属したEuropean Studiesのプログラムは1年間で修士号を取得することを目指し、 卒
業後にはEU等のヨ ーロッパの政策に関わる実務家を養成する二とを目的としている。 その
ため、 オランダ、 ベルギー、 ドイツ、 フランス等ヨ ーロッパ各国から職務経験を有する人

やpre-masterで1年間European Studiesを学んできた人等多様な同級生約so名に固まれて、 半
年間共に学ぶことができた

European Studiesのプログラムは3つの専門分野に分かれ、 分野ごとに履修すべき科目が事
前に設定されている。 今回選択した

” Europe in a Globalising World” 
は他のEUの内政及び

外政といったEUの政策を中心とする分野とは異なり、 グローパル ・ ガパナンスにおける
EUをテーマとしより僻敵した視点でEUと国際情勢の関係性について国際関係理論を用い
て分析・理解するプログラムとなっている。

また、 マーストリヒト大学の授業システムの特徴として、 留学期間である9月から2月は3

つのsemesterで区切られ、 一つのsemester Iこおいて一つの授業プログラムを集中して学ぶ
形式をとっている。 また、 それぞれの授業プログラムは主として、（1）大人数講義形式の
lecture (2）履修生徒を少人数に分割しlectureについてのディス力ッシヨンを行うゼミ形式
のtutorial (3)work shopやskill trainingといったグループワ ー クの3つの形式で構成されてお
り、 より多彩な背景を有する学生同士で意見を交換することを重視したプログラムで、あっ
た。

私は3つの授業を履修し、 periodlはヨ ーロッパの世界大戦後の歴史と統合について学んだ
Post-war Europe period2は国際関係理論及び実務の視点からケーススタディーを取り入れ








